
アンケート回答結果 

 

【アンケート結果】 

■アンケート回答数：５０ 

■改善案 

案１：３３ 

案２：１４ 

どちらでもない：３ 

 

■その他意見 ※重複意見なし。 

 （養成講座の内容） 

    ・現行の講座の受講も必要。短縮して養成講座に組み込めないか？ 

    ・現場ではいろいろな工具を使用するので、もう少し安全講習にも時間を取った方が良い。 

    ・半年に及ぶ研修は敷居が高い。入会後の研修とした方が良い。 

    ・入会までに必要な講習（機械講習・救命講習等）とイベントに必要なスキル（竹トンボ・門松

等）を取得できれば入会後の即戦力になるのでは。 

    ・現場作業がほとんどなので器具の使い方等の現場実習の後に座学を教えるのがいい 

    ・東地区または西地区（未開発地区）も見学に入れて原点（未整備状態）と中地区の整備状

況を体感して大きな夢を描ける人材を集める 
 

 （スキルアップ講習） 

    ・生物多様性、里山保全に関するスキルアップ講座実施が必要。 
 

  （募集方法） 

    ・募集の仕方の工夫が必要 

    ・もっと PR をしたほうがいい 

    ・年数回募集した方がいい 

    ・短期講座を月 1 回行い、仮参加できる。仮参加後 1 年以内に案 1 の養成講座簡易版を受け

ることで正式入会 
 

 （活動方法） 

    ・チーム別の活動を少なくしていき、人のコミュニケーションを大切にする 

    ・受講者はパーククラブに加入する、加入すれば活動に参加することを厳守させる 

    ・加入後の 1年間の参加率（50％以上）満たない場合は自然退会とみなす 
 

 （その他） 

    ・役員・リーダーの負担をなくすように、大阪府が企画・運営をはかる変更 

    ・もう必要ない 

概ね 案１：案２＝２：１ の結果 

議題１ 



【今後の方向性（案） ： 案１と案２のミックスタイプ 】  

 （目的）①パーククラブに入会したレンジャーが実際の活動に参加する率を増やす 

         ⇒ まずはパーククラブのことをよく知ってもらい、知識は入会後に得てもらう順番とする 

           （活動に参加している人はいずれかのチームに所属しているため、まずはチームの活動

内容をよく知ってもらい、参加率を上げていく） 

 ②パーククラブに興味のある人向けに短期講座を廃止し、随時活動体験ができるようにする 

  ⇒ まずはパーククラブの具体的な活動内容や雰囲気を気軽に知ってもらう 

 （申込～講座実施の流れ） 

  ●随時パークレンジャー募集 ⇒ 活動体験に参加できる（入会は養成講座実施後） 

 ※募集はコトまっぷに掲載、養成講座の実施前に市広報掲載依頼 

  ●養成講座の内容は実習（パーククラブ活動の体験）中心 

  ●現況の養成講座の内容等について、基礎講座やスキルアップ講座の充実を図る 

 

 

 

申込 
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（コトまっぷ掲載） 

活動体験 

基礎講座（座学） 

里山・ 
竹林管理 

【実施内容イメージ：外部講師招聘】 

※受講は任意（受講するよう促す） 

植生の 
調査 

生物の 
調査 

スキルアップ講座（座学・実習） 

植物観察 

【実施内容イメージ：外部講師招聘】 

※受講は希望者 

野鳥観察 ゾーニング 工作 

養成講座（体験中心：２～４回はパーククラブ講師） 

公園の理念 
 

安全講習 

１ 

竹林整備 
 

苗木育成 

植生調査 
 

竹工作 

農体験 
 

蛍観察 

2 3 4 

受講は毎回でなくても可 

先進事例見学会 

【実施内容イメージ：外部団体見学】 

※受講は希望者 

現地見学 
現地体験 

日根野 
集合 

バス移動 日根野 
解散 

バス移動 

入会 

【パーククラブ育成スキームイメージ】 



泉佐野丘陵緑地 パーククラブのメンバー募集方法
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① 2009〜2012年度：養成講座は全11回、約1年間をかけて実施（全回に講師を招聘）
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0
短期講座
（1日）

・理念のビデオ講義とクラブ紹介を実施。受講するとパーククラブの活動への仮参加資格を得る。
・クラブへの入会には養成講座の修了が必要。修了しない場合は仮参加資格も失効。

入会

② 2013〜2015年度：講座は全6回、約3ヶ月をかけて実施（全回に講師を招聘）

③【現行】2016〜2017年度：②に短期講座を追加

応募数減少やパーククラブの活動実態が具体化した
ことを受け、講座の回数を減らし入会へのハードル
を下げること、実際の活動に必要な内容に絞ること
を目的に回数を変更。しかし応募数は変わらず。

養成講座中は受講生とパーククラブの接点が薄く、
活動実態がわかりづらいことが応募数や参加率に影
響していると考え、仮参加資格を与える短期講座を
設置。しかし大半の人は仮参加資格を持っている間
に活動に参加せず、養成講座の修了を迎える結果と
なっている。

●パーククラブのメンバー募集方法は「活動体験への参加」に変更し、入会後にスキルアップ講習を受ける。
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公園の理念
クラブ紹介
安全講習

入会

・1回目はレクチャーを行い、2回目以降はパーククラブの代表的なチーム活動を体験する。
・1回目の講師は増田先生とパーククラブ代表、2回目以降は該当チームが講師を担当する。
・9月には活動体験を終え、イベントも多い10月頃から活動参加できるようにする。

①パーククラブのメンバー募集方法を変更する（案）・・・パーククラブの活動体験に転換し、仕組みの理解とメンバーとの交流を重視

変
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②

●募集は常時行い、いつでも入会できることとする。ただし説明会などを実施する。 ※会則の変更が必要

月1回
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公園の理念
クラブ紹介
安全講習

入会

（例）
入会月の
統一活動日
に参加

講師は大阪府、
パーククラブ

各チームの活動
を詳しく知る

竹林整備、植生調査など、パー
ククラブを講師とした講習や、
外部講師によるスキルアップ講
習に参加し、スキルを学ぶ。

新メンバー以外も参加可

基礎講座

外部講師
による公園
の理念講座

講師は増田先
生など

どちらかに絞る？

2

年

目

以

降

スキルアップ講習

＋

2年目メンバー向けに、外部講
師を招いてイベントの企画講習
を実施する。企画の作り方を習
い、実際にイベントを開催する。

イベント企画講習

一般参加も可能に？

2年目メンバー限定

現行の養成講座
を「活動体験へ
の参加」に変更
する。体験プロ
セスを終えた人
は入会資格を得
ることができる。

募集は常時行い
つつ、広報も兼
ねて月1回の説明
会か、外部講師
による基礎講座
を実施する。
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タイプライターテキスト
議題－１【平成29年度第4回審議会資料】



パーククラブの養成講座の内容変更等についてのアンケート 
 

「パークレンジャー養成講座」の内容は公園オープン前の第 5期生から同じ内容を行っております。 

現在、泉佐野丘陵緑地運営審議会において、養成講座の講座内容や入会条件の改善（講座修

了を条件としない）等について議論を行っております。 

パーククラブの皆様のご意見をお聞きしたいと思いますので、アンケートへのご協力をよろしくお願いします。 
 

■現況 

 

 

 

 

 

 （今までに議論されている問題点・意見等） 

・養成講座はクラブの活動実態を知ることに、専門的な内容は入会後のスキルアップ講座を受講する

方式に転換するのが良いのでは。 

・現養成講座は、学習内容が広く座学中心のため、受講生の内多数を占める公園づくりや自然観

察の未経験者には抽象的。 

・パーククラブやチームの活動内容について第６回目の説明まで知る機会が無く、クラブやチームの活

動実態が判らない。 

・公園づくりに必須の安全講習についても最初の講習時に学んだ方がいい。 

・養成講座を廃止し適宜入会方式とし、必要な知識は入会後にスキルアップ講座にて習得する案も

考えられる。 
 

■改善案 

 【案１：パーククラブの活動内容を知ってもらうための実習中心】 

養成講座の内容を座学中心⇒実習中心（パーククラブの活動体験） 

 

 

 

 

 
 

 【案２：入会のしやすさ UP（即入会できる）】 

入会は随時募集もしくは年数回募集とし、即入会・活動できる（現在の会則は改正） 

 

 

 

 

アンケート回答用紙 

（      ）期  お名前（                   ） 
 

■改善案について、どちらの案がよいか番号を記載ください（       ） 

■もっとこんな改善をした方がいいと思うことがあれば、ご意見をお聞かせください 

   

養成講座 

入会 
公園の理念 
クラブ紹介 
安全講習 

１ 

竹林整備 
 

苗木育成 

植生調査 
 

竹工作 

農体験 
 

蛍観察 

2 3 4 

受講は毎回でなくても可 

キ    リ    ト    リ  

入会 パーククラブの 
活動に参加 

入会は随時もしくは 
年数回募集 

スキルアップ講座 
 
養成講座の一部内容 

＋ 
従来のスキルアップ講座 

公園の理念 
安全講習 
※簡易な講習 

スキルアップ講座 
 
養成講座の一部内容 

＋ 
従来のスキルアップ講座 

(資料)総会時
配布アンケート 
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★季節のイベントのイラスト＋実施月の情報
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ここで紹介しているコトはほんの一例です。ほかにも四季折々の楽しいコトがたくさん！ホームページで調べたら、さあ、出かけよう！
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　議題１参考資料（ことマップイメージ）



4

パーククラブの 3 月の活動

　・水田・畑耕運

　・果樹育成

　・テーブル・ベンチ製作

　・竹林整備・不良竹伐採

　・天神川調査

パーククラブの 1 月の活動

　・竹材・竹炭焼き

　・竹林整備・不良竹伐採

　・天神川周辺整備

　・茶畑整備

　・圃場・果樹園整備

パーククラブの 2 月の活動

　・キノコ圃場整備

　・テーブル・ベンチ製作

　・樹名板作成

　・天神川周辺整備

　・炭焼き

また、大阪工業技術専門学校や「えんづくり
プログラム」でお世話になっているボラン
ティアの方々による工作体験、紙芝居や
楽器演奏などの催しもあり、来園された
みなさんには、泉佐野丘陵緑地の秋を
満喫して頂けたと思います

ヤブツバキ・赤 ヤブツバキ・白

つくし

パークセンター

2018.01-2018.03 2018.01-2018.03
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パークセンターへご連絡ください体験活動に参加できます!!※正式な会員になるには講座の受講が必要です
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